


















































































































































































































検数は 168 名で、入学者数全体の 40％程度であった。










































平成 20 年度から実施し 6年間分のデータがある。こ
のうち両アセスメントを受検した学生は、平成 20 年
度入学生 101 名、21 年度 158 名、22 年度 166 名、23
年度 217 名である。1年次 3年次ともにアセスメント
受検率は在学生の 70％程度で、経年変化の比較がで
きるのはそのうちの 60％程度、在学生全体の 40％程
度である。平成 20 年度入学に比べ 21 年度入学生の経
年比較数が増加しているのは受検案内の方法を改善し























平成 20 年度入学生では、57％（55 名）がキャリア
意識の維持・向上しており、キャリアデザイン講座受
講との関係では、分類①が 49％（27 名）に比べ、分
類②は 67％（26 名）で 18 ポイント高い。また、対象
数は少ないが分類③については 85％（11 名）が向上
表 1　キャリア意識アセスメントの受検者数
入学年（平成） 17 年 18 年 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年
3 年次受検者数 191 名 179 名 188 名 226 名 280 名 297 名 259 名 ― ―
1年次受検者数 未実施 167 名 267 名 285 名 347 名 310 名 316 名
経年比較数 ― 97 名 158 名 166 名 217 名 ― ―
表 2　キャリア意識経年比較者数とキャリアデザイン講座受講者数
入学年（平成） 20 年 21 年 22 年 23 年
キャリア意識の経年比較者数 97 名 158 名 166 名 217 名
キャリアデザイン講座未受講者数 55 名 47 名 72 名 127 名
キャリアデザイン講座Ⅰ受講者数 39 名 109 名 88 名 79 名
キャリアデザイン講座Ⅱ受講者数 16 名 23 名 43 名 30 名
キャリアデザイン講座Ⅰ・Ⅱ両受講者数 13 名 21 名 38 名 19 名
57キャリア意識の経年変化に関する報告
した結果がでている。
平成 21 年度入学生では、48％（76 名）が維持・向
上しており、分類①は 35％（15 名）とキャリア意識
が低下した学生の方が多くなっており、分類②は 25
ポイント高い 57％（62 名）、分類③では 67％（14 名）
が維持・向上している。
平成 22 年度入学生では、55％（91 名）が維持・向
上しており、分類①で 51％（37 名）、分類②が 56％（49
名）でその差は 5 ポイントとなっている。分類③は
74％（38 名）である。
平成 23 年度では 44％（95 名）、分類① 35％（44 名）、
分類② 58％（46 名）でその差は 23 ポイントとなって
いる。この年に限っては分類③の割合は 53％（10 名）
と分類②を下回っている。
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～ 8 に示す。分類①はグレー色の ●で表し、分類②
を黒色の ◆、分類③を ■ で表した。
表 3　対象者全体と比較したキャリア意識と経年変化
項　目
平成 20 年度入学 平成 21 年度入学 平成 22 年度入学 平成 23 年度入学
1年 3年 1年 3年 1年 3年 1年 3年
分類①
全体平均との差 0.5 －2.0 2.6 －2.1 1.2 －0.8 2.6 0.7
伸び率 －0.4 －5.8 －1.9 －4.1
分類②
全体平均との差 0.3 3.6 －0.7 1.4 －0.3 0.8 －4.6 －0.7
伸び率 5.4 1.1 1.1 1.7
分類③
全体平均との差 －5.1 2.2 －3.1 1.5 －7.0 0.6 －10.1 －4.5
伸び率 9.4 3.5 7.8 3.4




















































































































































































他の年度に比べ 37％（11 名 /30 名）と高い点が挙げ

































































　アクセス日：平成 26 年 8 月 25 日
株式会社ベネッセコーポレーション
　http://www.benesse.co.jp/univ/career/
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